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摘要
　2018年８月以来、中国でのアフリカ豚コレラの発生が立て続けに報告されている。アフリカ
豚コレラは、豚やイノシシが感染する伝染病である。有効なワクチンが開発されていないため、
発生すると陽性豚を殺処分して撲滅を図るしかないため、養豚経営だけではなく養豚関連産業へ
と甚大な被害が及ぶ。中国は豚肉生産、消費とも世界全体の約 50％のシェアを持ち、飼養密度
も高い。また、世界の輸入総量に占めるシェアも 20％と高いため、アフリカ豚コレラが中国で
蔓延すると豚肉の国際市場への影響も懸念される。そこで、本小稿では、中国におけるアフリカ
豚コレラの発生が国際市場に及ぼす影響について考察する。
1．はじめに
　2018年８月以来、中国でのアフリカ豚コレラの発生が立て続けに報告されている注1。アフリカ
豚コレラは、豚やイノシシが感染する伝染病であり、感染した豚やイノシシとの接触やダニを媒
介として伝播する。感染すると食欲不振、40度～ 42度の発熱、白血球の減少、出血性病変など
が認められ、死に至る確率も高い注2。感染力が強いことに加え、今までのところ有効なワクチン
が開発されていないため治療法はない。近年の発生では慢性化する傾向にあるため、発生地域で
は飼養する豚を対象に大規模な血清検査を行い、陽性豚を殺処分して撲滅を図るしかない。発生
すると養豚経営だけではなく、飼料メーカーや、豚肉を原料とする加工メーカーなど養豚関連産
業への被害は甚大である。さらには、豚肉価格やハム・ソーセージなど豚肉加工品の価格上昇に
より、我々の消費生活にも影響を及ぼし得る。幸いなことにアフリカ豚コレラが人間に感染する
ことはない。
　アフリカ豚コレラウイルスの感染力は強く、豚肉加工品の中でも長期間にわたって生存し続け
北政巳先生には公私にわたり大変お世話になりました。ここに厚く御礼を申し上げます。
 *  創価大学経済学部
 ** 東京大学大学院農学生命科学研究科
注１ 最初の詳しい報告は Normile (2018) であった。また、日本獣医学会でもアフリカ豚コレラに関
する講演を行っている（Tsuda (2018)）。
注２ アフリカ豚コレラの症例の解説は、例えば坂本 (2018) が詳しい。
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るため、清浄国において新規に発生する原因としては、発生国からの航空機や船舶から出た厨芥
を豚に与えることで感染することが多い。2007年のジョージアでの発生は船舶から出た厨芥が
感染の原因とされており、2017年までにロシアからポーランドまで感染域が拡大している。また、
野生のイノシシへの感染が特徴的であり、疾病の防遏に歯止めがかかっていない。
　ワクチン開発ができていないことから FAO はアメリカ、ヨーロッパ、ロシアの研究機関にワ
クチン開発を要望するとともに、養豚の密集地域であるアジアへのアフリカ豚コレラの侵入が最
悪のシナリオであると位置づけている。中国は豚肉生産、消費とも世界全体の約50％のシェア
を持つ。また、世界の輸入総量に占めるシェアも 20％と高い。豚の飼養密度が高くアフリカ豚
コレラが蔓延すると、世界全体に占めるシェアが高いだけに、日本をはじめ世界の豚肉経済への
影響も深刻になる可能性が高いと思われる。
　アフリカ豚コレラは日本ではこれまで一度も発生したことはない。わが国は四方を海に囲まれ
ており、野生のイノシシを介する感染は考え難いが、感染豚を原料とする食品の厨芥や、豚肉加
工品の持ち込みによる感染の可能性は否定できない。実際、羽田空港では上海から到着した旅客
が持っていた非加熱自家製餃子からアフリカ豚コレラウイルスの遺伝子が検出されている。また、
千歳空港では北京から到着した旅客の携帯品から収去した豚肉ソーセージからアフリカ豚コレラ
ウイルス遺伝子が検出されたとの報告もある。
　養豚経営者にとっては関心の高い感染症ではあるが、アフリカ豚コレラは人間には感染しない
こともあり、豚肉関連産業に携わるもの以外の関心をあまり惹かないと思われるし、感染国から
の豚肉製品の持ち込みが感染源の持ち込みになるなどという意識は一般にないように思う。水際
での検疫体制を強化することは勿論だが、加工食品や食品残渣からの感染の可能性が皆無ではな
いため、旅客や消費者の関心の低さは防疫上の懸念材料となっている。
　土産の持ち込みなど旅客・消費者の行動が市場を媒介とせずに生産者への利潤に悪影響を及ぼ
す現象は、経済学的には技術的外部不経済の一種である。影響の発現が不確実であり、その効果
も目には見えにくいこと、豚肉生産者の数も非生産者の数も多数であることから外部性の内部化
などの対策を講ずることは難しい。
　アフリカ豚コレラに対する理解を深めることが肝要であることは言うまでもないが、実感とし
ての理解を深めるためにはアフリカ豚コレラが発生した際の対価がどの程度かを知っておくこと
もまた重要である。
　そこで、本小稿では中国におけるアフリカ豚コレラの発生が、豚肉及び豚肉関連商品の価格に
及ぼす影響を評価することで、消費者サイドから見たアフリカ豚コレラの影響を評価することを
目的としたい。
2．アフリカ豚コレラのアフリカ大陸外への侵出
　アフリカ豚コレラはアフリカ在来のイボイノシシや野生のイノシシ、ダニなどに不顕在感染を
続けてきたアフリカ豚コレラウイルスによる豚の病気である。アフリカ豚コレラウイルスは自然
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環境に強く、感染した豚や野生動物の血液や組織、肉製品、ダニなどの中で長期間生存1できる。
アフリカにおける感受性を有する野生動物やダニは感染しても何ら症状を示さず生存するため、
欧米の入植者が養豚をはじめても失敗の連続であった。最初にアフリカ豚コレラが報告されたの
は 1921年にケニアで発生したアフリカ豚コレラだが、少なくとも 1907年にはその存在が知られ
ていたという。
　アフリカ豚コレラがアフリカ大陸外に伝播したのは、これまでのところ、ポルトガル（1957年、
1960年）、マダガスカル（1998年）、ジョージア（2007年）の４回のみである。1957年のポルト
ガルへの侵入はアンゴラからリスボンに到着した航空機の厨芥が原因である。1960年の侵入は、
アンゴラから帰還した兵士が持ち帰った豚肉製品が原因である。1998年のマダガスカルへの侵
入は、東部アフリカからの船で持ち込まれたものと推定されている。2007年のジョージアへの
侵入はアフリカ東部からジョージアに入港した船舶が残した大量の厨芥を熱処理せずに豚に給餌
したために広がり、ロシアや東欧にまで広がっている。ロシアや東欧での感染は、野生イノシシ
が基本的な原因であるが、バイオセーフティの低い小規模な養豚施設の存在、汚染畜産物の移動
や豚への給餌、感染豚の廃棄・移動・販売、農家への適切な補償制度の欠如2なども挙げられて
いる。欧州・ロシアにおけるアフリカ豚コレラの発生状況については、第１図に示したとおりで
ある。図には記されていないが、2017年３月にはロシア連邦イルクーツク州で、10月にはクラ
スノヤルツク州でアフリカ豚コレラの発生が確認されており、本年８月に発生した中国への感染
経路と考えられている3。
　感染の歴史を紐解くと、アフリカ豚コレラは、感染した動物が陸続きで国境を越えて広がる経
路と、感染した豚やイノシシの肉やその加工品やその残渣が航空機、船舶などにより国境を越え
て広がる経路のふたつであることを確認することができる。
3．アフリカ豚コレラの中国での発生
　中国で最初のアフリカ豚コレラの発生が疑われたのは 2018年８月１日で、場所は遼寧省瀋陽
市の養豚繁殖農場であった。アフリカ豚コレラらしき症状が現れ飼養していた 383頭の豚のうち
47頭が発病・死亡した。中国農業農村部は、通知を受けた後、直ちに防疫措置を講ずるととも
にサンプリング検査を実施し８月３日にはアフリカ豚コレラであることを確定した。農業農村部
は疫病発生後、緊急計画に基づき、疫区の封鎖・殺処分・無害化処理・消毒を行い、封鎖された
1 小澤（2014）によると、アフリカ豚コレラウイルスは、摂氏４度に保たれた血液中では１年半、感
染した豚の排泄物中でも室温で約１年半、畜舎の中では約１ヶ月生存できるという。また、骨付き
肉では約150日、塩漬け乾燥ハムでは 140日、冷凍肉では数年間生存できるという。ウイルスの生
存時間は外的環境パラメーターに大きく依存することは言うまでもない。
2 有効なワクチンが存在せず摘発淘汰が原則であるが、適切な補償制度が整っていないと、殺処分に
よる所得減少を恐れる農家は疫病発生の通報を行わない（通報遅延も含む）可能性がある。適切な
初期対応を行わないと被害はさらに拡大する。
3 中国農業科学院ハルビン獣医研究所によると、中国で発生しているアメリカ豚コレラウイルスは遺
伝子 II 型であり、一部の遺伝子配列はロシアで流行しているジョージア 2007株とロシア・イルクー
ツク株の遺伝子配列と完全に一致したという。
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エリア内への豚・感染しやすい動物・物品の持ち込み、或いはエリア外への持ち出しを禁止した。
　２例目は８月16日に公表された。黒竜江省の佳木斯市湯原県から河南省鄭州市の屠畜場に搬
入された 260頭のうち死亡した 30頭の豚からアフリカ豚コレラの症状が認められ、検査の結果
アフリカ豚コレラと確定された。屠畜場を発生地点とし、疫区、脅威区域を設定するとともに、
死亡豚と殺処分された豚の消毒、疫区の隔離、封鎖、安全管理、情報管理などの対応を開始した。
８月29日までに、54,178,000頭（229,600農場）ものスクリーニングを実施し、９月30日の疫区
での豚の淘汰完了後、６週間のモニタリングと調査を継続した結果、疫区の封鎖が解除された。
また、豚の搬入元である黒竜江省での疫学調査を開始し、８月26日までに 39,547,000頭（27,800
農場）のスクリーニング調査を実施している。
　初期の対処例をふたつ示したが、中国農業農村部の発生初期の適切な対策にも拘わらず、アフ
リカ豚コレラは終息することなく、現在でも発生事例が報告され続けており、12月16日には 64
報目が公表されている。これまでの発生箇所は 106、国際獣疫事務局（OIE）報告による殺処分
数は 261,347頭4にも上っている。封鎖が解除された地区は 55地区であるが、吉林省では死亡し
た野生イノシシからアフリカ豚コレラウイルスが検出された。野生イノシシへの感染も確認され
ており、まだまだ終息する気配は見られない。中国におけるアフリカ豚コレラの発生状況につい
ては第２図のとおりとなっている。
4 中国当局は発生農場及び原則疫区 ( 発生地を起点とした半径３km 圏内）の飼養豚を殺処分しており、
実際の殺処分数は OIE が報告する殺処分頭数よりも多い。
第１図　欧州・ロシアなどにおけるアフリカ豚コレラの発生状況
出所：農林水産省
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　中国の養豚経営は大規模化が進んでいるが、耕種農家が他の家畜や鶏と一緒に１～２頭の豚
を飼養する裏庭養豚の割合が高い5。これらの零細養豚農家ではバイオセーフティが脆弱であり、
ロシアの場合と同様にアフリカ豚コレラが終息しない理由のひとつとなっていると考えられてい
る。
4．アフリカ豚コレラの発生と豚肉価格
　中国におけるアフリカ豚コレラは終息する兆しを見せないが、豚肉生産・消費大国中国での感
染は国際市場に大きな影響を及ぼすものと考えられる。本節では、豚肉の部分均衡国際需給モデ
ルの構造とシミュレーション分析による国際価格、各国の豚肉生産及び消費に及ぼす影響につい
て分析する。
4.1 豚肉の国際需給モデルの概略
　豚肉生産減少が世界各国の経済に及ぼす影響を評価するには、豚肉の国際需給構造を捉えると
5 中国の養豚経営は裏庭養豚と呼ばれる小規模経営と、養豚専業農家に分類することができる。裏庭
養豚は耕種農業を主とする農家が他の家畜や鶏とともに豚を 1 ～ 2頭飼育するものである。養豚専
業農家は雇用労働を使わない家族経営と、雇用労働に依存する大規模経営に分けられる。近年大規
模化の傾向が見られるものの裏庭養豚の割合も高い。2012年のデータを見ると、農家の 20%が養豚
を行っており、その殆どが飼養規模50頭未満の小規模経営である (Qiao et al. (2016)）。
第２図　中国におけるアフリカ豚コレラの発生状況
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同時に、世界各国の国内経済構造をも同時に考察する必要がある。GTAP モデル（Hertel (1997)）
が候補のひとつだが、豚肉を含む生産部門分類は「畜産」であり、豚肉を独立した部門として
取り扱うことはできない6。そこで、本小稿では次善のアプローチとして、豚肉の部分均衡国際
需給モデルを構築する。それぞれの国の生産構造、需要構造は価格弾力性を一定とする需要関
数および供給関数で構成され、期首在庫、期末在庫は外生化し、国際貿易によって生産と需要の
ギャップが解消する。国際取引価格は国際市場の需要と供給が均衡するような水準に決定される。
基本モデルの構造は第３図に示したとおりである。
供給関数 𝑺𝑺𝒊𝒊 𝑷𝑷 = ഥ𝑺𝑺𝒊𝒊𝑷𝑷
𝜺𝜺𝒊𝒊
需要関数 𝑫𝑫𝒊𝒊 𝑷𝑷 = ഥ𝑫𝑫𝒊𝒊𝑷𝑷
−𝜼𝜼𝒊𝒊
純輸出関数 𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝒊𝒊 𝑷𝑷 = 𝑺𝑺𝒊𝒊 𝑷𝑷 + 𝑺𝑺𝑵𝑵𝑵𝑵𝑺𝑺𝑺𝑺𝒊𝒊
𝑩𝑩𝑵𝑵𝑩𝑩𝒊𝒊𝑩𝑩𝒊𝒊𝑩𝑩𝑩𝑩
− 𝑫𝑫𝒊𝒊 𝑷𝑷 − 𝑺𝑺𝑵𝑵𝑵𝑵𝑺𝑺𝑺𝑺𝒊𝒊
𝑵𝑵𝑩𝑩𝑬𝑬𝒊𝒊𝑩𝑩𝑩𝑩
市場均衡 𝜮𝜮𝒊𝒊𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝑵𝒊𝒊 𝑷𝑷 = 𝟎𝟎
第３図　豚肉の部分均衡国際需給モデル
注：Stock のバーは外生であることを示す。
　
　需給データに関しては、USDA が公開している PS&D7の 2015年～ 2017年の３カ年の平均値
をベンチマークデータとした。なお、PS&D データの swine には豚肉だけでなく豚肉加工品も含
まれている。また、需要及び供給の価格弾力性は SWOPSIM モデルのデータベース（Gardiner 
et.al 1989）を用いた。モデルに含まれる対象は PS&D より 2015年～ 2017年のデータが得られる
42 の国・地域である。使用した諸弾力性やベンチマークでの需給数量、対象国については付表
のとおりである。
　
4.2 シミュレーション分析
　先ずは、国際貿易を捨象して中国国内のインパクトを評価する。アフリカ豚コレラ発生によっ
て感染豚及び感染の可能性のある豚の殺処分を行うと豚肉の供給が減少する。生産量の減少をど
の程度と見積るかで市場に及ぼすインパクトは異なるが、ここでは生産減少割合を 10％、20％
および 50％と仮定してシナリオ分析を行う8。
　2015年から 2017年の３カ年の平均をみると、中国における豚肉の需給状況は生産が 53,753 
6 それぞれの国・地域の豚肉生産アクティビティを評価する生産費用構造と豚肉の需要構造を表す
データを得ることができれば、「畜産」部門から「豚肉」部門を独立させることは可能だが、デー
タを得るのが難しい。
7 Production, Supply and Distribution Data は以下からダウンロード可能である。
　https://apps.fas.usda.gov/psdonline/app/index.html#/app/downloads
8 モデルでは生産量が減少するという設定であるが、実際にはアフリカ豚コレラが発生した地域を隔
離するため、国内での豚の流通が一部制限されるという効果、消費者の豚肉離れから需要曲線が左
方にシフトするという効果も含まれる。
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（billion MT）、 消 費 量 が 55,153（billion MT）、 輸 出 が 210（thousand MT）、 輸 入 が 1,610
（thousand MT）である。この間の在庫純増はゼロであった。貿易量がごく僅かであるので、こ
れを無視してベンチマークでの国内均衡価格を１とおくと、需要関数及び供給関数はそれぞれ、
D(P) = 53753P ---0.4
S (P) = 53753P 0.5
　となる。需要の価格弾力性 -0.4及び供給の価格弾力性0.5 は SWOPSIM のデータベースから引
用したものである。
　養豚の場合、交配から分娩まで約３ヶ月、また生後、哺育、育成、肥育を経て出荷するまで
約７～８ヶ月を要するため、生体価格が変化してもすぐには供給量を調整できない。価格が変
化しても供給量を変更できない期間を短期（豚肉の場合10 ～ 11 ヶ月程度）とすると、生産量が
10％減少する場合、国内価格は D(P) = 53753P ---0.4 = 53753 ＊ 0.9 を解くことで P=1.30 となる。国
内生産の 10％減少は、国内価格を 30％上昇させる。生産量が 20％減少する場合には P=1.75 と
なる。アフリカ豚コレラのコントロールが失敗して生産量が半減する場合を想定すると、国内価
格は P=5.66 もの水準にまで高騰する。2008年に穀物の国際価格が高騰したことは記憶に新しい
が、国際米価が 2000年当初１トンあたり約200 ドル程度だったものが、2008年のピーク時に約
1000 ドルへと５倍にも跳ね上がったことに匹敵する価格上昇である。
　中・長期には、価格上昇に対応して生産量の調整が進む。アフリカ豚コレラの被害にあった農
家が生産復帰できない場合にはその割合だけ供給曲線がシフトするので、生産減少割合が 10％
の場合には P=1.12、20％の場合には P=1.28、50％減少の場合でも P=2.16程度の上昇となる。短
期の場合と比べて価格増加率が低いのは、供給減少による価格上昇に反応して、農家が供給量を
増加させるからである。さらに長期的には、アフリカ豚コレラの被害にあった農家がすべて生産
に復帰すると考えられるので、需給均衡はベンチマークの水準に戻る。
　第４図は、生産量が 50％減少する場合について短期と中・長期の関係を図示したものである。
DD、OSBM はそれぞれベンチマークでの需要曲線、供給曲線を表す。ベンチマークでの国内需
Q
P
1.00
5.65
2.16
53,75326,877 (1,000MT)O
D
D
SBM
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S0S1=0.5xS0
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第４図　国際貿易を捨象した場合の中国国内の需給状況
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給均衡価格は１、均衡需給量は 53,753（1,000 トン）である。供給量が半減したときの短期の供
給曲線は S1 である。これと需要曲線 DD との交点で決まる需給均衡価格は 5.65 である。また、
アフリカ豚コレラの被害農家が生産に復帰できないとすると、供給曲線は OShalf となり、これと
需要曲線とで決まる国内需給均衡価格は P=2.16 となる。もちろん、すべての農家が生産に復帰
できる長期の場合には、ベンチマークの需給均衡が実現するため、価格はアフリカ豚コレラが発
生する前の水準に戻る。
　次に、中国でのアフリカ豚コレラが国際市場に及ぼす影響について評価してみよう。実際には、
ヨーロッパ諸国など中国以外の国々でもアフリカ豚コレラの発生が報告されているが、中国以外
の国々での生産シェアはそれほど高くはないので、中国の影響のみを評価の対象とする。中国国
内のケースと同様の生産減少割合に対して、価格が上昇するにも拘わらず供給が調整されない短
期、価格上昇に対して中国以外の国々は供給量を調整するものの中国の生産者は供給量を変更で
きない期間を中期１、中国の生産者も供給量を調整するがアフリカ豚コレラの被害を受けた養豚
経営は生産に復帰できない期間を中期２とする。長期的には被害を受けた養豚経営も生産に復帰
するので、国際価格はベンチマークでの均衡価格に回復する。国内モデルよりは構造が複雑にな
り、中国の輸入需要曲線と中国以外の輸出供給曲線を使った分析が必要になるが、エッセンスは
既に第４図で説明してあるので、図による説明は省略し、数値解析の結果のみを示す。
　第１表は、アフリカ豚コレラによる中国の豚肉供給が国際価格に及ぼす影響を纏めたものであ
る。これを見ると、生産減少割合が 10％の場合、短期的には国際価格が９％上昇する。中期的
には被害を受けた養豚経営の復帰の状況に依存して５％～４％程度の国際価格上昇が見込まれる。
また、生産が 20％減少する場合には、国際価格は 20％（短期）から８％（中期２）の上昇率と
なる。
　第２表は、それぞれの国・地域への短期的影響を纏めたものである9。短期の影響なので、国
際価格は上昇するもののそれぞれの国の供給量は変化しない。上でも確認したように、中国での
豚肉供給の減少は国産豚肉の国内価格を上昇させるが、輸入豚肉の相対価格が下がるため輸入は
増加する。中国の輸入増加は国際価格を上昇させるため、各国の豚肉価格も上昇し、それぞれの
国内消費を抑制する。メキシコでの減少割合が 8.2％と最も高くなっているが、その他の国々で
9 シミュレーションは 42 ヶ国で行ったが、結果は 13 ヶ国・地域に集約した。
第１表　中国の生産減少が国際価格に及ぼす影響
生産減少割合
10% 20% 50%
短期 1.090 1.194 1.631
中期１ 1.049 1.101 1.272
中期２ 1.040 1.084 1.238
出所：著者によるシミュレーション結果
注１：ベンチマークの均衡価格を 1 と仮定した。
注２：短期、中期等については本文参照のこと。
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は概ね５％から７％減少する。生産量が変わらないので国内消費の減少分は国際市場へと仕向け
られることになる。純輸出量を見ると、輸出国・地域では EU の 138万トン、アメリカの 67万
トン、ブラジルの 23万トンが顕著である。また、輸入国では中国の 351万トンの減少（純輸入
の増加）、日本の 20万トン（純輸入の減少）が顕著である。ベトナムは輸出量を約14万トン増
加させるがベンチマークでの純輸出量が少ないため、純輸出量の増加率が 375％とその値は非常
に高い。第３表は中期２のシミュレーション結果を纏めたものである。中期的（中期２）には、
10％の養豚経営が生産に復帰していないが、残りの経営体の生産が増加するため、生産量はベン
チマークの 8.2％減に留まる。国際価格はベンチマークと比べ４％上昇する。価格上昇を受けて
それぞれの国の生産は増加するが、増加率はカナダの 6.1％を筆頭に、アメリカの 4.0％、EU の
3.6％が続く。国内消費はほとんどの国で 2.5％～ 4％減少する。
4.3 シミュレーション結果の解釈
　中国の生産量、消費量は世界全体のそれぞれ 50％、輸入は 20％のシェアを占めているため、
中国の国内生産量の減少は国際価格に大きなインパクトを及ぼすものと考えられた。実際に部分
均衡国際需給モデルによるシミュレーション結果を見ると、第１表からもわかるとおり、価格変
化はそれほど大きなものではなかった。第一に需要の価格弾力性が米や麦など主食用穀物の需要
の価格弾力性に比べその値が大きく弾力的であること、第二に供給の弾力性も比較的高く中・長
期的には価格の変化に応じて生産量が調整されやすいことが理由として挙げられる。
　さて、中国におけるアフリカ豚コレラの発生による国際価格へのインパクトであるが、1割の
生産減に対して国際価格は短期的には９％、中期的には約５％の上昇にとどまる。農水省の食品
第２表　中国の豚肉供給が10%減少した場合の短期的影響  ( 単位 :1,000MT,% )
国・地域
生産量 国内消費量 純輸出( 輸出－輸入 )
ベンチマーク 比較解 変化率 ベンチマーク 比較解 変化率 ベンチマーク 比較解 変化率
China 53,753.3 48,378.0 --10.0 55,153.3 53,290.3 --3.4 --1,400.0 --4,912.3 --250.9 
Japan 1,271.7 1,271.7 0.0 2,645.0 2,437.7 --7.8 --1,365.3 --1,158.0 15.2 
Korea, South 1,254.3 1,254.3 0.0 1,877.7 1,738.0 --7.4 --617.3 --477.6 22.6 
Taiwan 826.3 826.3 0.0 922.7 872.6 --5.4 --96.3 --46.2 52.0 
Philippines 1,522.0 1,522.0 0.0 1,724.7 1,631.0 --5.4 --202.7 --109.0 46.2 
Vietnam 2,663.3 2,663.3 0.0 2,625.3 2,482.8 --5.4 38.0 180.6 375.2 
Canada 1,927.7 1,927.7 0.0 851.7 791.0 --7.1 1,076.7 1,137.3 5.6 
United States 11,350.3 11,350.3 0.0 9,452.0 8,778.9 --7.1 1,899.0 2,572.1 35.4 
Mexico 1,214.0 1,214.0 0.0 2,096.0 1,923.5 --8.2 --882.0 --709.5 19.6 
Brazil 3,648.0 3,648.0 0.0 2,901.3 2,674.0 --7.8 746.7 974.0 30.5 
European Union 23,596.7 23,596.7 0.0 20,819.3 19,436.6 --6.6 2,777.3 4,160.1 49.8 
Russia 2,815.0 2,815.0 0.0 3,168.7 3,120.0 --1.5 --353.7 --305.0 13.7 
ROW 4,605.7 4,605.7 0.0 5,795.7 5,481.8 --5.4 --1,187.7 --873.8 26.4 
　計 110,448.3 105,073.0 --4.9 110,033.3 104,658.0 --4.9 432.7 432.7 0.0 
出所：著者によるシミュレーション結果
注１：比較解の国際価格は 1.0897 である。
注２：在庫変動は外生化している。
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価格動向調査によると、日本国内の豚肉小売価格は 263円 /100g（ロース）である10。９％価格
が上昇すると 287円 /100g、５％の価格上昇では 276円 /100g となる。価格上昇率が高いほど消
費者のアフリカ豚コレラに対する認識は高まるものと予想されるが、10％程度の価格上昇率で
は、消費者がアフリカ豚コレラの感染防止行動をとるインセンティブとはならない可能性があ
る。加えて、豚肉加工品の価格上昇率は、製品価格に占める豚肉原料費の割合で調整する必要
があるため、製品価格の上昇率は豚肉価格の上昇率よりも低い。
　アフリカ豚コレラの発生により豚肉価格が大きく上昇するのであれば、消費者がそのコスト
を認識することでアフリカ豚コレラに対する関心が高まると同時に、感染に対して用心深くな
るものと考えられるが、シミュレーションの結果、価格に対するインパクトはそれほど大きな
ものではないことが明らかとなった。
5．残された課題
　本小稿で採用したモデルは各国の輸入需要及び輸出供給がプールされ、国際市場を均衡させ
る構造となっている。しかしながら、豚肉の場合には口蹄疫やその他の感染症の発生国からの
輸入を禁止している場合が多い。このような状況を考えると、bilateral な交渉によって取引価
格が決まるような国際貿易モデルの方がより実態に即したモデリングである。佐藤他（2013）
が開発した GSIM モデルなど雛形となる候補があるのでモデルの改良を加え、感染症による
10  2018年11月の調査結果。
第３表　中国の豚肉供給が10%減少した場合の中期的影響  ( 単位 :1,000MT,% )
国・地域
生産量 国内消費量 純輸出( 輸出－輸入 )
ベンチマーク 比較解 変化率 ベンチマーク 比較解 変化率 ベンチマーク 比較解 変化率
China 53,753.3 49,345.2 --8.2 55,153.3 54,286.8 --1.6 --1,400.0 --4,941.5 --253.0 
Japan 1,271.7 1,314.1 3.3 2,645.0 2,547.4 --3.7 --1,365.3 --1,225.2 10.3 
Korea, South 1,254.3 1,289.6 2.8 1,877.7 1,811.9 --3.5 --617.3 --516.4 16.4 
Taiwan 826.3 847.9 2.6 922.7 899.2 --2.5 --96.3 --51.4 46.7 
Philippines 1,522.0 1,549.4 1.8 1,724.7 1,680.8 --2.5 --202.7 --131.5 35.1 
Vietnam 2,663.3 2,732.8 2.6 2,625.3 2,558.6 --2.5 38.0 174.1 358.2 
Canada 1,927.7 2,045.6 6.1 851.7 823.2 --3.3 1,076.7 1,223.1 13.6 
United States 11,350.3 11,808.7 4.0 9,452.0 9,135.6 --3.3 1,899.0 2,673.8 40.8 
Mexico 1,214.0 1,240.7 2.2 2,096.0 2,014.6 --3.9 --882.0 --773.9 12.3 
Brazil 3,648.0 3,735.7 2.4 2,901.3 2,794.2 --3.7 746.7 941.5 26.1 
European Union 23,596.7 24,452.6 3.6 20,819.3 20,170.3 --3.1 2,777.3 4,282.4 54.2 
Russia 2,815.0 2,859.9 1.6 3,168.7 3,146.2 --0.7 --353.7 --286.2 19.1 
ROW 4,605.7 4,709.9 2.3 5,795.7 5,648.4 --2.5 --1,187.7 --936.1 21.2 
　計 110,448.3 107,932.2 --2.3 110,033.3 107,517.2 --2.3 432.7 432.7 0.0 
出所：著者によるシミュレーション結果
注１：比較解の国際価格は 1.0404 である。
注２：在庫変動は外生化している。
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bilateral な輸入禁止条件を含む場合の効果も含めて分析を行う必要がある。また、本稿では、中
国でのアフリカ豚コレラ発生のインパクトを評価したが、これは、水際での防疫体制が機能する
ことを前提としている。仮に、わが国でアフリカ豚コレラが発生したらどの程度の影響が出るの
だろうか。豚肉生産は千葉や茨城といった首都圏近郊での生産も盛んだが、鹿児島、宮崎、青森、
北海道といった地方での生産も盛んであることから、豚肉関連産業ばかりか地域経済への影響を
も考慮する必要がある。豚肉関連産業への経済波及効果の分析には産業連関分析が有力なツール
のひとつであるが、地域経済へのインパクトや地域間の波及効果を評価するには、地域ごとの経
済構造と地域間の財・サービスの交易を同時に分析可能な地域間産業連関分析を用いることで国
内経済へのインパクト評価が可能となる。これらふたつの課題については残された課題として今
後取り組んで行きたい。
　
参考文献
Gardiner, Walter, Roningen, Vernon O. and Liu, Karen, “Elasticities In The Trade Liberalization Database,” 
Staff Reports 278197, USDA, Economic Research Service, 1989.
Hertel, Thomas W. ed, Global Trade Analysis, Cambridge University Press, 1997. 
Normile, Dennis, Arrival of deadly pig disease could spell disaster for China, Science 24 Aug 2018: Vol. 361, 
Issue 6404, p.741, DOI: 10.1126/science.361.6404.741
Qiao, Fangbin, Jikun Huang, Dan Wang, Huaju Liu, Bryan Lohmar, China’s hog production: From backyard 
tolarge-scale, China Economic Review 38, 2016, pp.199 -208.
Tsuda, Tomoyuki, African Swine Fever, Satellite Sympodium presentation at International Conference on 
Veterinary Eligibility and Education, Nov. 22, 2018. Tokyo, Japan.
USDA, Production, Supply and Distribution Data.
　　https://apps.fas.usda.gov/psdonline/app/index.html#/app/downloads
小澤義博「アフリカ豚コレラの歴史とリスク分析」獣医疫学雑誌18(1)、2014年、pp.72 -76
坂本研一・西藤岳彦「口蹄疫、豚コレラとアフリカ豚コレラ、高病原性鳥インフルエンザについて」中
央畜産会、2018年３月
佐藤秀保・齋藤勝宏・石橋洋次郎「FTA が我が国の乳製品市場へ与える影響 ―拡張 GSIM によるアプ
ローチ―」2013年度・日本農業経済学会論文集、2013年、pp.227 -233
農林水産省「中国におけるアフリカ豚コレラの発生状況」
　　http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/asf.html
96 季刊　創　価　経　済　論　集　　　　Vol. XLVIII, No. 1・2・3・4
付表　ベンチマークデータ及びシミュレーションに用いた価格弾力性
# 国・地域
価格弾力性 需給数量データ（単位：千トン）
供給
（長期）
供給
（短期） 需要
期首
在庫 生産
国内
消費 輸出 輸入
期末
在庫
1 Angola 0.75 0.00 -0.60 0 114 168 0 54 0
2 Argentina 0.70 0.00 -0.69 0 524 554 2 32 0
3 Australia 0.80 0.00 -1.02 23 389 568 39 215 20
4 Bahamas, The 0.60 0.00 -1.10 0 0 8 0 8 0
5 Belarus 0.45 0.00 -0.50 0 334 333 10 8 0
6 Bosnia and Herzegovina 0.45 0.00 -0.50 0 9 29 1 21 0
7 Brazil 0.60 0.00 -0.95 0 3648 2901 748 2 0
8 Canada 1.50 0.00 -0.86 72 1928 852 1294 218 71
9 Chile 0.50 0.00 -0.90 0 507 406 174 73 0
10 China 0.50 0.00 -0.40 0 53753 55153 210 1610 0
11 Colombia 0.50 0.00 -0.90 0 333 410 0 76 0
12 Congo (Kinshasa) 0.75 0.00 -0.60 0 24 47 0 23 0
13 Cote d'Ivoire 0.75 0.00 -0.60 0 7 32 0 25 0
14 Cuba 0.60 0.00 -1.10 0 132 140 0 8 0
15 Dominican Republic 0.60 0.00 -1.10 0 76 111 0 36 0
16 Ecuador 0.60 0.00 -1.10 0 220 222 0 2 0
17 El Salvador 0.60 0.00 -1.10 0 7 15 0 8 0
18 European Union 0.90 0.00 -0.80 0 23597 20819 2790 13 0
19 Guatemala 0.50 0.00 -0.90 0 62 80 1 19 0
20 Haiti 0.50 0.00 -0.90 0 33 41 0 9 0
21 Honduras 0.50 0.00 -0.90 0 14 46 0 32 0
22 Hong Kong 0.35 0.00 -0.30 0 128 558 0 430 0
23 Japan 0.83 0.00 -0.95 219 1272 2645 3 1369 211
24 Kazakhstan 0.40 0.00 -0.18 0 93 95 0 2 0
25 Korea, South 0.70 0.00 -0.90 113 1254 1878 2 620 107
26 Macau 0.35 0.00 -0.30 0 7 38 0 31 0
27 Macedonia 0.45 0.00 -0.50 0 13 27 1 16 0
28 Mexico 0.55 0.00 -1.00 0 1214 2096 146 1028 0
29 Montenegro 0.45 0.00 -0.50 0 2 30 2 31 0
30 New Zealand 0.80 0.00 -0.55 0 45 106 0 61 0
31 Norway 0.90 0.00 -0.80 0 138 138 5 4 0
32 Panama 0.60 0.00 -1.10 0 37 55 0 18 0
33 Philippines 0.45 0.00 -0.65 0 1522 1725 1 204 0
34 Russia 0.40 0.00 -0.18 0 2815 3169 23 377 0
35 Serbia 0.45 0.00 -0.50 0 340 355 15 30 0
36 Singapore 0.65 0.00 -0.65 0 19 132 3 117 0
37 South Africa 0.75 0.00 -0.60 0 242 263 16 36 0
38 Taiwan 0.65 0.00 -0.65 0 826 923 2 98 0
39 Ukraine 0.40 0.00 -0.18 0 741 732 15 6 0
40 United States 1.00 0.00 -0.86 250 11350 9452 2401 502 249
41 Uruguay 0.50 0.00 -0.90 0 15 57 0 42 0
42 Vietnam 0.65 0.00 -0.65 0 2663 2625 48 10 0
合計 676 110448 110033 7955 7522 659
出所：需給数量データは PD&S (USDA) の 2015年～ 2017年の３カ年平均。
弾力性は、Gardiner, W. et al., “Elasticities In The Trade Liberalization Database,” Staff Reports 
278197, USDA, Economic Research Service, 1989. より引用。
